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大豊作、南小！
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　私は様々な教材を使い、人
権について多くのことを学
びました。その中でも一番心
に残った学習は、ハンセン
病学習と「43項目の質問状」
です。ハンセン病学習ではう
わさを信じるのではなく、自
分から知ろうとすることの
大切さを学びました。菊池恵
楓園の入所者がホテルの宿
泊を拒否されたこと、ハンセ

ン病の患者と家族が引き離されてしまうことはハンセ
ン病がうつる病気と決めつけていたことから起こった
ことだと思います。もし、私の身の周りにこのような
出来事があったとき、ハンセン病学習をする前までは、
うつる病気だと決めつけおかしさに気づくことができ
なかったと思います。けれど今はハンセン病の学習を
したからこそ、正しい知識を周りに伝え、差別に苦し
んでいる人に寄りそうことができると思います。
　「43項目の質問状」ではおかしさに気づき行動して
いくことの大切さを学びました。栄次（「43項目の質
問状」の登場人物）が就職試験に落ちた時、クラスの
みんなが栄次のために会社に対して質問状を出そうと
したところが特に印象に残っています。一人のなかま

のためにクラス全員が団結して行動できたのは、学級
で進路公開を行ったからだと思います。私たちの学級
でも進路公開が行われます。クラスの一人一人がこれ
までどう歩んできたのか、何を考え、これからどうし
ていくのか真剣に語っていきます。この他にも、一年
生では「アンニョンハシムニカチョンスングンです」
や西光万吉さんのことを、二年生では来民開拓団の真
相や平和について学んできました。人権学習のおかげ
で私は周りの目を気にせず自分の思ったことを伝えら
れるようになったと思います。
　また、私は人権委員長として、学校全体に目を向け
どのようにしたら過ごしやすい学校になるかを考えア
ンケートや帰りの会参観を行ってきました。私自身人
権委員長になって身の周りに目を向け元気がない人や
困っている人に気づき「大丈夫？」などの声かけがで
きるようになりました。
　これから私は、三年間の人権学習で学んだことを忘
れずに、身の周りで苦しんでいる人がいたらその人を
救えるような人になりたいです。そのために、自分の
思いを相手を傷つけないように伝えられるようになる
ことが大切なことだと思います。この先色々な人と出
会うと思います。その時に、相手のことを知ろうとす
る姿勢を大切にし誰かの心の支えになりたいです。　

「三年間で変わった自分」 菊陽中学校　３年　中原　望
の

晶
あ

　日本赤十字社から「新型コロナウイルスの３つの顔を知ろう！」という
資料が発行されています。新型コロナウイルス感染症のもつ「３つの顔」
というのはどんな顔か？　第１の感染症の顔は「病気そのもの」で「身体」への感染になります。第２の感
染症の顔は「不安と恐れ」です。「心」への感染です。そして、第３の感染症の顔は「嫌悪・偏見・差別」
で「社会」への感染です。この３つの感染症はつながっています。①未知な部分が多いウイルスのため不安
が生まれ→②不安が増殖すると不安解消行動が起り、自己防衛本能のスイッチが入り脅威を排除して遠ざけ
る。→③差別を受けるのが怖くて熱や咳があっても受診せず、病気拡散を招くことになります。
　第１の感染「病気」にかからないように「手洗い」「マスク着用」「三密を避ける」行動を一人一人が行う。
第２の感染症にふりまわされないために自分をみつめる。（いつもの自分と違うところはないか、自分の健
康に必要なことを見極め選択する。）第３の感染症を防ぐために「確かな情報」を拡大、差別的な言動に同
調しない。ウイルスは病気を引き起こすものですが、恐れから生まれる差別の問題を重視しないといけませ
ん。県外でも、県内でも新型コロナウイルス感染症により人権侵害が起こっています。熊本県には、不安や
恐れ、それを助長し同調する中で人権侵害を起こしたハンセン病問題や水俣病問題を通した教訓があります。
忘れてはいけないことです。病気と闘っている医療従事者・治療を受けている人、社会生活をささえている
人、その家族の方、幼き子どもたち、リスクの高い高齢者等それぞれの場所で感染と向き合い頑張っておら
れます。「他者への想像力」をもち、「教訓」を忘れず、「不安や差別」に対抗していきたいと思います。

～ハンセン病問題・水俣病問題の教訓を～

人権啓発標語 「だいじょうぶ？　そういう言葉　うれしいな」 武蔵ヶ丘北小学校　４年　駒澤　莉
り

乃
の

　学校が再開した６月にさつまいもの苗植えを行いま

した。例年より遅れた苗植えでうまく育つか心配しま

したが、５カ月後には予想をはるかに超える量を収穫

できました。86人の児童も大喜びでした。

　さつまいも生育の成功には、定植が浅すぎた苗を植

え直したり、水や肥料を与えたり、草を刈ったりと、

見えないところでお世話になった地域の皆さんの協力

があります。児童も職員も体験活動の成功に協力いた

だいた地域の皆さんに大変感謝しています。 立派なおいもの収穫に感嘆する児童

新型コロナウイルス感染症をめぐる
　　　　「不安や差別に対抗するために」

「新型コロナウイルス感染症と人権」
の学習が三里木女性の会の研修で行
われました

町人権子ども集会で
司会をする中原さん


